
発
行
で
き
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る

Ｃ
Ｏ

２

Ｃ
ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
と
同
様

に
、
事
業
者
間
で
売
買
が
可
能
で

あ
り
、
実
際
に
再
生
可
能
燃
料
を

導
入
せ
ず
と
も
、
同
量
の
Ｒ
Ｉ
Ｎ

Ｃ
ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
を
購
入
す
る
こ

と
で
義
務
量
達
成
が
可
能
と
な
る

た
め
、
目
標
順
守
を
考
慮
す
る
石

油
精
製
事
業
者
は
、
Ｒ
Ｉ
Ｎ

Ｃ

ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
の
購
入
に
よ
り
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
も
多
く
、
Ｒ
Ｉ

Ｎ

Ｃ
ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
の
収
益
獲
得

を
狙
っ
て
、
再
生
可
能
資
源
を
有

す
る
様
々
な
事
業
者
（
廃
棄
物
処

理
事
業
者
、
酪
農
事
業
者
、
下
水

処
理
事
業
者
等
）
が
再
生
可
能
燃

料
の
製
造
に
乗
り
出
し
、
新
た
な

市
場
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

再
生
可
能
燃
料
の

導
入
に
当
た
っ
て

は
、
セ
ル
ロ
ー
ス
系

燃
料
（
Ｄ
３
）
が
い

ま
だ
商
業
化
に
至
っ

て
お
ら
ず
、
当
該
燃

料
の
導
入
量
が
限
定

的
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
代
替
燃
料
と
し

て
廃
棄
物
等
か
ら
生

成
さ
れ
た
バ
イ
オ
ガ

ス
が
代
替
燃
料
と
し

て
注
目
を
集
め
て
お

り
、
米
国
で
は
バ
イ

オ
ガ
ス
使
用
を
念
頭

に
置
き
、
Ｎ
Ｇ
Ｖ
車

両
（
天
然
ガ
ス
車
両


Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
両
及
び

Ｌ
Ｎ
Ｇ
車
両
を
含

む
）
の
導
入
拡
大
が

進
ん
で
い
る
。
米
国

に
お
い
て
は
、
長
距

離
ト
ラ
ッ
ク
等
に
お

い
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
車
両
の

導
入
も
進
ん
で
い
る

こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。
ま
た
既
存
の
ト

ラ
ッ
ク
等
に
お
い
て

も
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
両
へ

の
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン

が
進
ん
で
お
り
、
Ｃ

Ｎ
Ｇ
／
Ｌ
Ｎ
Ｇ
車
両

関
連
市
場
（
車
両
製

造
・
改
修
事
業
の
み

な
ら
ず
、
燃
料
供
給

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

を
含
む
）
は
年
々
、

拡
大
傾
向
に
あ
る
。

自
動
車
の
低
炭
素

化
に
関
し
て
は
、
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自

動
車
）
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
（
燃
料
電
池
自

動
車
）
な
ど
の
導
入
も
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
新
車
販
売
台
数
に
お

け
る
シ
ェ
ア
を
考
慮
す
る
と
、
い

ま
だ
主
流
に
は
な
り
得
て
い
な
い

状
況
で
あ
り
、
バ
イ
オ
ガ
ス
に
よ

る
低
炭
素
化
を
主
導
す
る
米
国
の

政
策
は
現
実
的
な
解
決
策
と
し
て

評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
バ

イ
オ
ガ
ス
市
場
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｖ
市
場

（
Ｃ
Ｎ
Ｇ
／
Ｌ
Ｎ
Ｇ
車
両
関
連
市

場
）
が
拡
大
す
る
米
国
は
、
今
後

の
自
動
車
の
低
炭
素
化
に
向
き
合

う
に
当
た
り
、
格
好
の
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
ー
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
政
権
交
代
し

て
以
降
、
パ
リ
協
定
離
脱
等
、
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
取
り
組

み
が
後
退
し
た
と
指
摘
さ
れ
る
米

国
で
あ
る
が
、
自
動
車
市
場
及
び

エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
に
お
い
て
は
、

引
き
続
き
低
炭
素
化
に
向
け
た
取

り
組
み
が
継
続
・
強
化
さ
れ
て
お

り
、
同
時
に
自
動
車
市
場
及
び
エ

ネ
ル
ギ
ー
市
場
に
お
い
て
、
様
々

な
新
規
市
場
・
新
規
事
業
が
創
出

さ
れ
て
い
る
。

米
国
で
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
米
国
環

境
保
護
局
）
が
導
入
し
た
Ｒ
Ｆ
Ｓ

（
Ｒ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ

Ｆ
ｕ

ｅ
ｌ

Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
ｄ

再

生
可
能
燃
料
制
度
）
に
よ
り
、
石

油
精
製
事
業
者
に
対
し
て
、
再
生

可
能
な
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来

の
輸
送
用
燃
料
の
導
入
を
課
し
て

お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
２
０
２
２

年
ま
で
の
導
入
量
を
義
務
化
し
て

い
る
。
現
状
の
再
生
可
能
燃
料
は

Ｄ
３
～
Ｄ
６
の
4
区
分
が
あ
り

（
Ｄ
３

セ
ル
ロ
ー
ス
系
、
Ｄ
４


バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
、
Ｄ
５


先
進
型
バ
イ
オ
燃
料
、
Ｄ
６

従

来
型
バ
イ
オ
燃
料
）
、
石
油
精
製

事
業
者
は
各
年
度
の
導
入
義
務
量

を
遵
守
す
る
必
要
が
あ
る
（
Ｅ
Ｐ

Ａ
は
Ｒ
Ｆ
Ｓ
の
目
標
を
達
成
で
き

な
か
っ
た
場
合
の
罰
則
と
し
て
１

日
あ
た
り
３
万
７
５
０
０
㌦
の
罰

金
を
設
定
し
て
い
る
た
め
、
年
間

目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
事
業

者
に
は
１
３
０
０
万
㌦
超
の
罰
金

が
科
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
）
。

Ｒ
Ｆ
Ｓ
で
は
、
各
事
業
者
に
よ

っ
て
導
入
さ
れ
る
再
生
可
能
燃
料

を
識
別
す
る
た
め
、
Ｒ
Ｉ
Ｎ
（
Ｒ

ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ

Ｉ
ｄ
ｅ
ｎ

ｔ
ｉ
ｆ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｎ
ｕ

ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
）
と
い
う
制
度
を
導
入

し
て
お
り
、
再
生
可
能
燃
料
を
製

造
し
た
事
業
者
は
所
定
の
認
証
を

経
て
Ｒ
Ｉ
Ｎ

Ｃ
ｒ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
を

段野
だ ん の

孝一郎
こ う い ち ろ う

日本総合研究所
リサーチ･コンサルティング部門
ディレクタ／プリンシパル

米国で拡大するＮＧＶ市場と再生可能燃料市場
（
次
回
は
６
月
８
日
付
に
掲
載

し
ま
す
）


